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の
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ノ生、
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口

彦

』
~
一
、
分
雌
〔
J
J

日
号
正
岡
】
な
の
柱
味
-
一
、
生
産
力
の
地
方
的
分
携
一
}
一
、
泊
四
品
力
白
地
方
的
分
布

目
噴
♂
四
、
生
産
消
費
の
場
所
内
分
離
玉
、
地
理
的
分
離
の
樫
史
的
安
民
六
、
結
論

一
、
分
離
(
叶
『

g
ロ
gm)
の
意
味

一
般
に
財
の
生
産
と
消
費
と
が
衣
第
に
分
離
さ
れ
て
ゆ
〈
こ
と
は
、
経
済
援
展
の
一
の
法
別
で
あ
る
。
併
し
乍

ら
謂
ふ
所
の
生
産
と
消
費
と
の
分
離
(
吋
「

g
E
z
m
)
に
は
、
蓋
し
多
〈
の
意
味
に
お
け
る
分
離
が
合
ま
れ
て
ゐ
る
。

••••• 

第
一
に
今
日
最
も
問
題
と
な
り
つ
う
あ
る
一
の
分
離
は
、
そ
の
数
量
的
分
離
(
』

E
E
E
5
吋
B
E
E
m
)
で
あ

る
。
生
産
と
消
費
と
が
金
瞳
と
し
て
数
量
的
に
一
致
せ

4

さ
る
こ
と
、
挽
言
せ
ば
生
産
が
消
費
に
比
し
過
剰
と
な
り
、

消
費
が
生
産
に
比
し
不
足
と
な
れ
る
こ
と
、
こ
れ
が
今
日
の
世
界
的
・
永
績
的
不
況
に
関
聯
す
る
生
産
過
剰
の
問

題
と
し
て
、
盛
ん
に
論
議
さ
れ
つ
に
〉
め
る
。
之
を
吾
闘
の
米
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
嘗
て
は
消
費
に
劃
す
る
生
産
の

4
4
の
生
産
と
消
費
の
分
離

第
三
十
二
巻

大
六
五

第
四
時
蜘

七
七



米
の
生
産
と
消
費
四
分
瀧

第
四
波

第
三
十
三
巻

六
六
六

七
八

不
足
炉
、
食
糧
問
題
・
人
口
問
題
の
中
心
と
な
り
、
今
日
で
は
消
費
に
劃
す
る
生
産
の
過
剰
が
、
米
債
問
題
・
農
村

問
題
の
中
心
と
な
っ
て
ゐ
る
。
か
く
し
て
生
産
消
費
の
敷
量
的
分
離
は
、
今
日
極
め
て
重
要
な
問
題
と
な
り
つ
〉

あ
る
が
、
併
し
こ
の
問
題
は
る
と

/
X農
業
経
梼
ま
た
は
米
債
政
策
の
問
題
で
あ
り
、
之
を
直
接
に
取
扱
ふ
こ
と

は
、
ぞ
れ
が
重
要
で
あ
る
だ
け
之
を
別
個
の
問
題
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

••••• 

第
二
の
意
味
に
お
け
る
生
産
消
費
の
分
離
は
、
そ
の
人
格
的
分
離

(1ECHt-円
宮
叶
B
E
F
E
m
)
で
あ
る
。
生
産

す
る
者
と
消
費
す
る
者
と
は
、
経
済
生
活
の
後
展
す
る
に
従
っ
て
・
次
第
に
分
離
す
る
。
か
の
同
州
立
切
戸
五
百
「
の
鰹

楠
階
段
説
は
、
こ
の
見
地
に
立
っ
て
粧
掛
の
後
展
J
M
G

腕
持
し
に
黙
に
、
そ
の
特
徴
と
功
蹴
営
認
め
ら
あ
h

も
の
で

あ
ム
。
即
ち
彼
れ
の
謂
ゆ
る
む
い
白

m
E
『
白
色
町
二

E
E
E巴
g
zと
E口
問
印

M
5
1
M
に
あ
っ
て
は
、
生
産
と
消
費
は

個
々
の
個
人
に
お
い
て
密
着
す
る
が
、
口
市

ω
Z
F
牛巾『間内田

nEO回目
g
g
z
g
z
z
r
z
n
r
p
で
は
雨
者
は
す
で
に

個
人
的
に
は
分
離
し
て
ゐ
石
が
、
出
E
3
2
円
g
n
v与
と
い
ふ
一
の
経
梼
翠
位
に
お
い
て
は
、
雨
者
は
未
だ
分
離
せ

守
し
て
謂
ゆ
る
自
給
艦
、
携
を
な
し
て
ゐ
る
。
然
る
に
ロ
芯

ω
Z
『日ム
2
m
g
彦三
5
n
v
u
p
に
歪
っ
て
始
め
て
雨
者

は
分
離
し
て
、
註
文
生
産
に
よ
る
直
接
頁
買
が
行
は
れ
、
最
後
に

U

5

2
己
目
白
色
町
『
〈
C
F
z
r
g円
宮
前
に
至

っ
て
、
雨
者
の
人
格
的
分
離
は
ま
す
/
¥
構
大
さ
れ
て
く
る
。
併
し
乍
ら
生
産
は
も
と
/
¥
消
費
の
た
め
の
生
産

で
あ
る
か
ら
、
爾
者
の
分
離
が
如
何
に
慣
大
さ
れ
ゃ
う
と
色
、
結
局
は
何
等
か
の
手
段
に
よ
っ
て
連
絡
さ
れ
ね
ば

な
ら
宇
、
遣
に
ま
た
こ
の
連
絡
手
段
の
愛
達
す
る
に
従
っ
て
、
雨
者
の
分
離
は
ま
す

f
1構
大
さ
れ
る
傾
向
に
あ

る
。
而
し
て
す
で
に
他
の
機
舎
に
論
謹
せ
る
如
〈
、
わ
れ

f
I
の
問
題
と
す
る
商
業
の
本
質
的
機
能
は
、
か
う
る

人
格
的
分
離
を
克
服
し
て
、
商
品
の
生
産
者
か
ら
消
費
者
へ
の
世
曾
的
流
通
を
は
か
る
に
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
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に
お
け
る
生
産
と
消
費
と
の
分
離
こ
そ
は
、
商
業
経
済
の
問
題
で
あ
ち
、
世
曾
の
配
給
組
織
の
問
題
で
あ
る
。
之

を
吾
幽
の
米
に
つ
い
て
言
ふ
な
ら
ば
、
生
産
さ
る
〉
米
の
約
五
五

μ
は
、
生
産
と
消
費
の
人
格
的
に
分
離
す
る
も

の
で
あ
り
、
そ
の
中
の
幾
分
か
は
直
接
に
消
費
者
に
頁
ら
る
〉
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
農
村
生
産
者

と
都
市
消
費
者
と
の
分
離
を
連
絡
す
る
商
業
組
織
に
よ
っ
て
配
給
さ
れ
つ
〉
め
る
。
併
し
乍
ら
人
格
的
分
離
は
現

買
に
お
い
て
は
、
車
な
る
人
格
的
分
離
と
し
て
の
み
存
在
す
る
こ
左
は
寧
ろ
稀
で
あ
り
、
多
〈
の
場
合
に
お
い
て
、

そ
れ
は
次
に
通
ぶ
る
所
の
第
三
、
第
四
の
分
離
と
結
合
す
る
こ
と
う
な
る
。

••••• 

第
三
に
生
産
と
消
費
の
時
間
的
分
離

(NmEnr
己

g-E口
問
)
が
問
題
と
な
る
。
原
始
人
類
の
艦
棒
生
活
は
ず

O
B
E
E
Z
ヨ
ozp
の
生
活
で
あ
り
、
生
産
と
消
費
と
の
聞
に
は
、
時
間
的
分
離
は
殆
ん
ど
存
し
な
い
が
、

者
が
吹
第
ド
同
府
酌
ド
蹴
れ

τく
る
と

b

そ
こ
に
貯
臓
が
現
は
れ
て
く
る
。
備
荒
貯
蓄
は
封
建
時
代
の
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
が
、
今
日
の
如
く
『
8
5
B山
岳
町
門

S
E
E
P
の
生
活
が
行
は
る
〉
時
代
に
な
る
と
、
貯
識
は
・
究
第
に

そ
の
重
要
を
失
っ
て
く
る
。
之
を
個
人
の
経
営
か
ら
見
れ
ば
、
原
料
こ
と
に
製
品
の
ス
ト
ヅ
グ
は
な
る
べ
く
少
き

を
要
し
、
商
品
の
廻
轄
は
な
る
べ
く
迅
速
な
る
を
要
す
る
。
ま
た
之
を
世
舎
の
経
梼
か
ら
見
る
色
、
生
産
か
ら
消

費
へ
の
枇
曾
的
掩
過
は
、
な
る
べ
く
迅
藩
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
併
し
乍
ら
自
然
的
傍
件
に
左
右
さ
る
〉
こ
と

の
著
し
い
農
産
物
こ
と
に
吾
闘
の
米
に
あ
っ
て
は
、
生
産
と
甜
畏
と
の
聞
に
存
す
る
時
間
的
分
離
を
克
服
す
る
こ

と
は
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
い
。
反
封
に
之
を
克
服
す
る
よ
り
は
、
寧
ろ
雨
者
を
人
震
的
に
分
離
せ
し
め
ん
と
す
る

の
が
最
近
の
努
力
で
あ
る
。
米
の
買
上
貯
廉
や
米
穀
倉
庫
の
問
題
は
、
要
す
る
に
最
初
に
述
べ
七
る
数
量
的
分
離

を
克
服
す
る
た
め
に
、
時
間
的
分
離
を
も
っ
て
せ
ん
と
す
る
努
力
で
あ
り
、
農
家
平
均
買
の
問
題
も
ま
た
之
に
外

米
自
生
産
と
消
費
の
分
離

第
三
十
二
巻

六
六
七

第
四
披

七
大a

雨
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米
白
生
産
主
消
費
白
分
離

第
三
十
二
巻

j¥， 

O 

第
四
披

六
六
入

な
ら
ぬ
。
而
し
て
時
間
的
分
離
が
軍
な
る
消
費
貯
臓
に
と
ど
ま
る
聞
は
、
勿
論
わ
れ
/
¥
の
問
題
と
は
な
り
え
な

い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
が
一
た
び
人
格
的
分
離
と
結
合
す
る
場
合
に
は
、
こ
う
に
始
め
て
世
曾
的
な
配
給
問
題
を
構

成
す
る
。
例
へ
ば
一
年
間
の
一
定
時
期
に
限
っ
て
生
産
さ
る
う
米
炉
、
い
か
な
る
配
給
階
段
に
お
い
て
い
か
に
貯

離
さ
れ
つ
〉
、
時
間
的
に
分
配
さ
れ
て
ゆ
く
か
の
問
題
の
如
き
こ
れ
で
あ
る

G

••••• 

第
四
に
生
産
と
消
費
の
場
所
的
分
離

(
O
丘
町
一
括
叶
『

g
Eロ
m)

が
残
る
。
人
類
の
原
始
生
産
に
あ
っ
て
は
、
生

産
の
場
所
は
即
ち
消
費
の
場
所
で
あ
り
、
精
々
の
と
こ
ろ
そ
の
佃
人
の
移
動
範
園
を
超
え
得
な
い
。
然
る
に
生
産

と
甜
費
が
人
格
的
じ
一
分
離
し
、
且
つ
去
の
一
分
離
が
著
し
〈
蹄
大
し
て
ゐ
る
今
日
の
枇
舎
に
あ
っ
て
は
も
雨
者
の
場

所
的
分
離
も
必
然
に
構
大
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
今
日
の
商
品
生
産
で
は
、
生
産
は
殆
ん
E
全
世
界
に
向
っ
て
生
産
し
、

消
費
は
殆
ん
ど
全
世
界
か
ら
消
費
す
る
。
た

r吾
国
の
米
の
如
き
比
較
的
に
国
際
的
性
質
の
少
き
商
品
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
重
要
な
る
部
分
の
場
所
的
分
離
は
、
わ
が
版
闘
の
範
園
を
出
で
ぎ
る
賦
態
に
あ
る
が
、
併
し
姑
ら
〈
そ

の
敢
量
的
重
要
を
度
外
現
す
る
な
ら
ば
そ
の
生
産
地
は
、
印
度
南
洋
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
各
地
に
わ
た
り
、
ま
に
そ

の
消
費
地
は
欧
米
そ
の
他
の
各
地
に
わ
た
っ
て
、
場
所
的
分
離
は
鼎
来
ま
す
/
¥
蹟
大
せ
ん
と
す
る
傾
向
に
あ
る
。

従
っ
て
ま
た
こ
の
分
離
を
克
服
せ
ん
と
す
る
手
段
も
、
必
然
に
努
力
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
〉
な
る
。

車
な
る
場
所
的
分
離
そ
の
も
の
う
克
服
は
、
翠
な
る
物
の
轍
迭
を
意
味
す
る
に
過
ぎ
十
、
物
の
轍
誌
は
た
Y
そ

れ
だ
け
で
は
、
わ
れ
/
、
ー
の
問
題
と
す
る
商
業
の
本
質
的
機
能
で
は
な
い
日
併
し
乍
ら
現
買
の
問
題
と
し
て
は
、

場
所
的
分
離
は
、
殆
ん
ど
常
に
人
格
的
分
離
を
意
味
す
る

G

従
っ
て
米
の
場
所
的
移
動
の
あ
る
場
合
に
は
、
不
在

地
主
の
消
費
米
を
取
寄
せ
、
ま
七
は
政
府
米
の
貯
燕
地
を
麗
更
す
る
が
如
き
例
外
の
場
合
を
除
け
ば
、
殆
ん
ど
常
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に
そ
の
人
格
的
疏
過
を
件
ふ
も
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
商
業
の
本
質
的
機
能
を
な
す
人
格
的
琉
過
は
、
一
般
に
米

の
場
所
的
疏
通
を
惹
き
お
こ
す
原
因
と
な
る
と
同
時
に
、
米
の
生
産
と
消
費
が
場
所
的
仁
分
離
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、

ま
た
今
日
の
枇
舎
で
は
、
多
く
の
場
合
に
商
業
を
成
立
せ
し
む
る
原
因
と
な
る
。

か
〈
の
如
く
し
て
米
の
生
産
消
費
の
場
所
的
分
離
の
問
題
は
、
わ
れ
f
t
1
の
問
題
と
す
る
米
の
配
給
に
闘
す
る

商
業
組
織
を
見
る
上
に
、
ま
づ
最
初
の
出
脱
税
措
と
な
る
。
こ
の
小
論
は
即
ち
こ
の
場
所
的
分
離
の
問
題
ぞ
取
依
ふ

も
の
で
あ
る
。
第
一
に
米
の
絶
封
的
な
生
産
力
は
、
わ
が
囲
内
の
各
地
方
に
お
い
て
如
何
に
分
擢
さ
れ
つ
〉
あ
る

か
、
第
二
に
米
の
同
じ
消
費
力
炉
、
園
内
の
各
地
方
に
い
か
に
分
布
さ
れ
つ
〉
あ
る
か
、
第
一
二
に
こ
の
ご
つ
の
結

果
を
綜
合
し
て
、
米
の
生
産
力
E
消
費
力
、
と
は
、
地
方
的
に
い
か
に
分
離
し
つ
b

め
る
か
、
最
綾
に
か
く
の
如
き

生
産
消
費
の
場
所
的
分
離
が
、
わ
が
圃
民
経
済
の
歴
史
的
変
展
と
共
に
、
い
か
な
る
後
展
傾
向
を
一
不
し
つ
?
の
る

か
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
謝
し
て
数
量
的
解
答
を
試
み
ん
と
す
る
の
が
、
部
ち
こ
の
小
論
の
目
的
で
あ
る
。
(
註
〉

(
註
)

わ
が
闘
に
消
費
さ
る
ふ
米
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
は
、
朝
鮮
米
・
蓬
莱
米
そ
の
他
の
外
米
に
よ
っ
て
占
め

b
れ
、
こ
と
に
朝
鮮
山
県
白
地
位
は

最
近
に
至
ヲ
て
著
し
〈
そ
の
重
要
を
加
へ
つ
L

あ
る
。
以
下
回
研
究
を
内
地
米
に
限
定
し
た
白
は
、
回
よ
り
か
ふ
る
他
産
米
白
地
位
を
軽

説
す
る
か
与
で
は
な
い
。
反
謝
に
そ
の
重
要
を
特
に
認
む
る
が
故
に
、
之
を
切
り
離
し
て
別
途
の
研
究
に
ゆ
づ

L
ん
と
ナ
る
徽
煮
に
外
な

ら
ね
。

二
、
生
産
力
の
地
方
的
分
据

言
ふ
ま
で
も
な
〈
生
産
力
に
は
二
つ
の
意
味
が
あ
る
。
一
は
一
定
の
生
産
車
位
ま
た
は
生
産
手
段
に
よ
っ
て
生

産
さ
る
〉
生
産
物
の
数
量
、
之
を
例
へ
ば
作
付
一
段
歩
嘗
り
の
牧
穫
高
、
ま
た
は
農
家
一
戸
営
り
の
生
産
高
の
如

米
白
生
産
と
消
費
白
分
麟

第
三
+
ニ
血
管

大
占
ハ
丸

第
四
披

丹、



米
の
生
産
と
消
費
の
分
離

第
三
士

藩

六
七
〇

第
四
號

八
二

　

　

　

　

ロ

　

　

き

こ
れ

で
あ

る
。

こ
の
種

の
相
劉

的
生
産
力

の
問
題

は
、
農

業
経
螢

學

の
上

か
ら
見

て
、
極

め
て
重
要
な

る
直
接

の
問
題

で
は
あ

る
が

一
之

を
米

の
肚
會

的
配
給

の
見
地

か
ら
見

る
時

は
、
た
ゴ
そ

れ
が
第

二
「の
意
味

に
お
け
乃
生

産
力
と

關
嚇
す

る
限
り

に
お

い
て
の

み
問
題

と
な

り
う

べ
く
、
直
接

に
は
寧
ろ
重
要

な
る
問
題
と

は
な
ら
な

い
。

　

　

　

　

　

　

　

ト

ら

コ

　

ロ

ロ
ロ

コ

コ

し

ヒ

ユ

　

　
　

エ

ま

コ

ラ

コ
コ
　
リ
ゴ
ユ
二

一

ム
し

コ

ロ

ヒ
ロ

ラ

之

に
反

し
て
第

二

の
意
味

に
お
け

る
絶
劉
的
生
産
力

、
凱
ち
至
越

ま
☆
は
名
坦
方

¢
綻

て
σ
4
房

耳
謬

に
」

〆
.

て
生
産

さ

る
る
生
産
物

の
絶

対
的
敷
畳

は
、
國

民
経
済

上

の
直
接

の
問

題

で
あ
り

、
そ
れ
の
地
方

的
分
権
…の
如
何

に
よ

っ
て
、
既

に
述

べ
た

る
如

く
、
米

の
肚
會
的
流
通

の
現
象
が
結
果

さ
れ

て
く

る
。
之

を
例

へ
ば
吾
國

は
最
近
五

ヶ
年

の
雫
均

に
お
い
て
、
約

六
千

萬
石

の
内

地
米
生
産

力
を
有

し
、

こ
の
生
産
力
が

ま
た
各
地
方

に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
不
同

に
分
捲

さ
れ

て
る

る
。

こ

～
で
は
先
づ

こ
の
絶
対

的
生
産

力

が
、
.現
在

に
お
い
て

い
か
に
地

方
的

に

分
旛

さ

れ

っ
～
あ

る
か
を
見

る
こ
と

、
す

る
。
固

よ

り
こ
の
分
憺

の
状
態

は
、
年

に
よ
り
て
多

少

の
相
違

あ

る
べ

き

こ
と
が
想
像

さ
れ

る
。
從

っ
て
そ

の
現
状
を

知
ら

ん
と
す

る
場

合

で
も
、
た
だ
特
定

の
或

る
年

の
み
を
選

ぶ
は
危

険

で
あ

る
。

い
ま
最
近

五
ヶ
年

の
李
均
状
態

を
も

つ
て
、
そ

の
現
・朕

を
現
は
す
も

の
と
…徹
し
、
こ
の
期

間

に
お
け

る

地
方

別

の
生
産
数

量
を
と
り

、
之
を
全
図
総
生
産

に
饗
す

る
百
分
比
と
し

て
示

せ
ば
第

一
表

の
如

く
で
あ

る
。(註
)

笈
二

表

㎝米
の
生
産
力

の
地
{万
的
分
据

生
産
数
量

北
海
三

野
全
國
%

「菱

÷

÷

÷

÷

一
、
一
〇
一
、四
七
一

二
、
三

九
、
五
八
O

「

七
六
〇
、
　
六
七

『

四
〇
七
、
垂

二
、
八
合

、
藩

七

二
、
三
=三

、八
二
　

…

〇

四
、
一

四
、
六

四
δ

四
、
三

三
、
八

割



生
産
数
量

東
豊
封
全
國
%

亨

匠甕
難

九
δ
五
円
七
充

宍
、三

九
、六
四九
、至

一
五
、
五
　

七
、七
至

、
三
〇
三
.

八
、
八
三
三
、
醤

九

一
四
、
O

一
四
、
二

九
.六
∴九
や
西

六

一
穴
δ

九
、
△
.三

、
五
五
=

宍

、
五
.

;

、七
圭

▽
四
全

九
、夫

七
.八
九
三

一
六
、
一

気

2

八
、
一
(
一
、
一至

三

、ホ…

七
・箸

置　

-

=

、
九
　

九
、
七
六
七
、
善
三

八
、
三

四
、
八
蛮

西

、六

三

、
七
…

北
置

駐
雑

煮
ゴハ画報
妻

三
遍
　

・
省
、
一
六
梵

三

ゴ　

=

、
九
　

一t:

⊂)

,ハ,

八 、

一し=

唾皿

⊆)

,一 プ』

一 ・三E

一 〇
、 、

ノu昌
O
£

穴
、
六

ノ罵→
・七;

匹覇
r一'、
.一 ノ1㌧

、 ⊂⊃

五 四9

六

⊂⊃

生
産
数
量

東
量
樹
全
国
%

ノI」
ノ㌔
ノ1,

ユニp3
、 三門L

型..一 ∠5三

一晶
㌔
二
四
六
、
七
〇
八

■ヤ

⊂⊃
三麓

`、

1五 ノ1㌧
、 ⊂:》

. 五
、

.、

囚司

ヨL
プ』
ノ㌧

耗
峯
毛
、七
突

五
δ

、

に野
ノ㌧
、

五 二二
、'、

、
ブ]

⊂⊃

生
産
鍛
量

東

璽鉗
全
國
%

四、
三
九
δ
元

老
、

八

四
、

九
八九

、

西
二八・凱

四
、

E

茜
、

六

西

七
、

六一

四
、

六
五
〇
、

六

呈

七
、

八

玉
、

三
九
五
、

≡

・

八

二

酉
、

七

会
、

七
〇
八

七
、

九

O
、一二、五

.諸

本.
{
雛

鰻
三
三

窟、
二
空

五
六
、

五

一

…ハ
、

禿
「

垂[

　
五
、
.歪

、

三九
天、
」夫、」

三
四

」

=
、

三

巴毫、　

発
、

玉

具
、

三

異究、

　

三
五
三

豊
、

三
五
四天ユ

O
£

一
、

五

生
産
籔
最

近

豊封
全
国
%

六
、

七
六
二
、
0

天三,一

三
」 ㎝

七
、

究
八
、

五
〇
九
.

七
、

一

三
、

=ハ
O=、八

.
一

「

七
、

〇
六
二
、

力

量

七
、

五
九
七
、

四
　
五一

=
、

歯

=
、

七
、

二
〇六

、
八一
六=、八

O

ヨニ、五

・
画

嚢

顛
五、
八
五

三
些

6
、

嘉

六
、

五
五
六

δ
〇
七

.

一
〇
、

六

一

六

三
五
七
、

六

三δΨ四

'

六

δ

詣
・

一
六
三一

δ
、

二

六
、

八
〇
七
、

天
六δ」

六
、

三

兄
、

四
号

一
〇
、

四

O
」て九

生
産
数
量

・

星
野
全
國
%

二
、

九

三
、

八
九
八

五
、

巳 一

毛

茜
五
、

九
二
五

五
、

一

二
、

八
八
三
、

九老四
、

△

二
、

夫
七
δ
宅乱δ

　

三
三
吾
、

九
究

四
、

九

三
δ
畏
二

兎

0
2『9四、一

米

の
山生
産
と
消
費

の
分
離

第
三
十
二
巷

六
七

一

第
四
號

八
三



米

の
生
産
と
消
費
の
分
離

笹
〃
三
十
二
巻

山ハ
七
二

第
四
號

八
四

九
州

轟

鱗
八
、

六
二
四
、

杢
九竃、五

八
、

男
一
、

〇

三三、七

八
、

六
二
四
、

会
六

一
四
、

三

西
、

二
六
六
、

三

夫三-六

指
さ一七

盆

へ
些.六

　掘

　

沖
星
縫
鷺

異
、

七

三

O
、

一

…〇
二

五
て
五一
六
一

昊
三
六
四3

蓋
、

夫
O

O
、

一

喜
「

　魑

五
三

δ四
〇

〇
、

一

O
、O、

.
謡本
.

無

難
二
四
、

死
八
、

五
二
九四　「事

一
三
、

茜
二
、

突
九里、五

…

二
四
、

地

毛
、

八
六
〇四て四

二
五
、
四
四
六、
三
五
三圏二、七

.

一
毛
、

三
三
五
、

六右四〇

£

量
、

吾三

三
七
六璽「九

訂
　

督

鉱

毒

樂
薯、

妻
、

八

登 一

六
二
、

一
〇
二
、

醤…

[

六

『一ユ

窒
、

O
八
九

莞
、

垂
唱
、

六
九
四

炎
、

八八

二

δ
O
八

六
〇
、

八
八

薗
六
三
〇

一

戸謝
全
國
%
.

一8
δ
.

】
8

、
Ω

一8

、
旦

6

0
、0
.

一
〇
〇
、
2

一
〇
〇
δ
.

(
蔑
)

生
産
数
量
は
『
米
穀
要
覧
』
(
昭
和
六
年

一
月
)
に
も
と
づ
き
地
方
別
に
集
計
せ
る
も
σ
で
あ
る
。

地
方
別
は
『
米
穀
要
鷺
』
そ
の
他

の
統
計
匠
一劃
に
よ
る
。
各
匠
に
顧
倒
す
る
府
縣
は
左

の
如
く
で
あ
る
。

東
北
匠

關
東
匠

北
陸
匠

東
山
医

東
海
圃

近
畿
匠

中
国
囲

四
國
匠

九
州
匠

　 　 　 　 　 　 　 　 　
編 徳 島 滋 静 山 新 装 青
岡 島 取 賀 岡 梨 潟 城 森

佐 香 島 京 愛 長 富 栃 岩
賀 川 根 都 知 野 山 木 手

長 愛 岡 大 三 岐 石 群 宮
崎 媛 山 阪 重 阜 川 烏 城))

熊 高 廣 共 編 埼 秋
本 知 島 庫 井 玉 田

))

秋
田

山
形

雁
島
)

埼
玉

千
葉

東
京

編
井
)

神
奈
川
)

奈
頁

和
歌
山
)

山
口
)

大
分

宮
崎

鹿
見
島
)

い
ま
福
井

、
岐
阜

、
.三
重
以
東
を
東

日
本

と
し
、
他
を
西

日
本
と
し

て
見

る
時
は
、
わ
が
國
内

地

の
米

の
生
産



力

は
東

日
査

お
い
て
約

五
八
%
、
西
里

に
お
い
て
約

四

二
%
雰

憺

し

て
み
る
。
更

に
地
方
別

に
見

る
時

は
、

東

北
匿

を
最
大

と

し
て
約

一
六
%
、
之

に
次
ぐ

は
九
州
囁

の
約

一
五
%

、
關
東
匿

の

一
四
%
、
近
畿
匠

の

=

一%

北
陸
匪
の

二

・五
%
・
中
國
携

6

%
東
盤

の
八
%
、
東
山
勢

よ
び
四
國
匠
の
約
五
%
で
あ
・
。

か
く

の
如

き
分
捲
率

は
、
併

し
乍

ら
年

に
よ
り
て
多

少

の
動
揺

を
示
し

つ
.、
あ

る
。
例

へ
ば
有
史
以
来

の
大
豊

作
と

い
は

る
、
昭
和

五
年

に

つ
い
て
見

る
に
、
勿

論
そ

れ
は
全
図
的

の
豊
作

で
あ
り

、
絶
樹
的

に
は
沖
縄

を

の
ぞ

-き

て
何

れ

の
地
方

も
大
腰

を
示

し
て
は
み

・
が

、
併

し
鶉

的

に
は
、
束

呆

に
お
い
て
よ
り
豊

作

で
あ
の
、

こ
と

に
關
東
国

、
東
海
圃

お
よ
び
北
海
道

に
お
い
て
著

し

い
。
西

日
本

に
お
い
て
は
豊

作

の
程
度

は
劣

り
、
何

れ

の
地
方
型

募

肇

笈

寒

い
。
わ
れ
一

は
奪

蕪

と
唱

へ
ら
れ
墓

園
的
豊
作
の
内
餐

、
か
あ

如

き
事
質

の
潜

ん

で
み
る
こ
と

を
看
過

す

べ
き

で
な

い
。
ま

た
之

を
昭
和

元
年
の
凶

作

に

つ
い
て
見

る
な
ら
ば
、

凶
作

の
程
度
は
東

日
本

に
お
い
て
著
し

く
、
そ

の
分
憺
率

は
五
六
、
五
%

に
砥
下

し
、

こ
と

に
北
海
道

と
北
陸
医

に
著
し

い
。
從

っ
て
西

日
本

の
分
捲
率

は
高

く
、
九
州
圃

お
よ
び
近
畿
旺

に
特

に
著

し

い
の
を
見

る
。

か
く

の
如
く
し

て
年

の
豊
凶

は
、
常

に
全
国

各
地

方

に
不
平
均

に
お
こ

っ
て
く

る
。

ア～
の
年

か
の
豊

凶

の
動
揺

が
地

方

に
よ

っ
て
如

何

に
相
違

す

る
か
は

、
標
準
偏
倚

お
よ
び
鍵

化
係
数

に
よ

っ
て
示
さ
れ

て
み
る
。
最
近

の
五

ケ
年

に
つ
い
て
言

ふ
時

は
、
豊

凶

の
動
揺
程
度

は
、
各
地
方

に
よ

つ
で
著

し
く
異

る
。
即
ち
憂

化
係
数

に

つ
い
て

見

る
に
、
最

も
動
揺

の
甚
だ
し

き
は
北
海
道

で
あ

り
、
關
東

匪

、
九
州
匹

お
よ
び

四
域
颪

こ
れ

に
次

ぐ
。
動
揺

の

比
較

的

起
少

い
の
は
、
沖
縄
を

の
ぞ
き
東
北
嘔
、
東
山
匪

、

お
よ
び
中
國

匿

で
あ

る
。
た

ゴ
.七
れ

は
最
近

五

ヶ
年

間

の
事
.實

に

つ
い
て
言

び
う

る

に
過

ざ
す

。
ま

箱

射
的
豊

凶
の
動
揺
程
度

に

つ
い
て
言

ふ
も
の

で
あ

る
。

米

の
生
産
と
沿
…費

の
分
離
}

第
三
十
二
巷

六
七
三

第
四
號

八
五



米
の
生
産
と
消
費
ハの
分
離

雌昂
三
十
二
巻

六
七
四

第
〃四
號

八
六

以

上

に
よ

っ
て
吾
國
内

地

に
お
け

る
米

の
生
産
力

の
地
方
的
分
捲

の
現
状

は
蛎
ほ
ゴ
明
ら

か
に
さ
れ
た
と
信
ず

る
。
か

く
の
如

き
状
態

が
、
わ
が
國
民
経
濟

の
進
歩
登

展
す

る
と
共

に
、
如

何
な

る
憂

化
を
示

し
來

つ
た
か

の
動

態

研
究

は
、
後

に
至

っ
て
明
ら

か

に
さ
れ

る
で
あ
ら
う

。

三
、
消
費
力
の
地
方
的
分
布

消
費
力

に
も
ま
た

一
世
帯
當
り
又

は

一
人
當

り

の
消
費

量
を
も

つ
て
す

る
相
劉
的
消
費
力
と
、
全
國

ま
た
は
各

ゆ

の

ゆ

　

ゆ

　

地

方

に
紛
い
て
幣
費

さ

る
る
縄
樹
的
数

量
を

も

つ
て
す

る
絶
謝
的
消
費
力
と

を
圃
罰

す
る

二
と
が

出
家

る
。

ア「ζ

で
は
問
題

の
性

質
上

、
後
者
即
ち
絶
対
的
消
費
力

の
地

方
的
分
布

を
取
扱

ふ
。

前
節

に
述

ぶ
る
が
如

く
、
米

の
生
産

力
は
種

々
の
率

に
お
い
て
地
方
的

に
分
憺

さ
れ
て

る
る
。
然

る

に
今
も

し

米

の
漕
費
力

が
、
各
地

方

に
お
い
て
そ

の
生
産
力

に
適
慮

し
て
存

在
す

る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
全

國
的

な

る
米

の

　

流
通

は
、
比
較
的

に
少

く
な

る
で
あ

ら
う
。
勿
論

こ
の
場
合

で
も
、
地
方
的

の
流
通
は
な

ほ
存
在

し
う

べ
く
、
ま

た
地

方
的

に
自
産

米

を
出

し
て
他
産

米
を
入

る

～
こ
と

も
あ

り
得

る
。
併

し
乍

ら
反
射

に
、
米

の
生
産
力
と
滑
費

力

と

が
全

く
逆

の
關
係

に
あ

る
場
合
、
帥
ち
生
産

力

の
人

な

る
地

方

ほ
ど
潰
費
力

は
少

く
、
消
費
力

の
人

な

る
地

方

ほ
ど
生
産
力

の
小
な

る
場
合

に
比
較

す
れ
ば
、
米

の
全
国

的
流

通

は
甚
だ
し

く
相
違

す

る
で
あ

ら
う
。

そ
れ
故

に
商
業
経
済

の
問

題
と

し
て
は
、
生
産
力

の
地

方
的
分
澹
は
、
消
費
力

の
地
方

的
分
布
と
対
照

す

る
こ
と

に
よ

っ

て
始

め
て
意
味
を

も

つ
て
く

る
。

さ
て
消
費
力

の
地
方

的
分
布

を
直
接

に
算

出
す

る
こ
と

は
、
今

日

の
と

こ
ろ
殆
ん
ど
不
可
能

に
近

い
。

一
地

方



.

/
司
、月
一
u
.頴

御

調

か
ら
他
地
方

へ
の
移
出

量
は
、
各
店
縣

に
お
け

る
米
穀

検
査

の
普
及

し
た
今

日
で
は

、
之
を
算
定

す

る
こ
と
が
出

来

る
け

れ
ど

も
、
他
地

方

か
ら

の
移

入
量

こ
と

に
朝
鮮

米
そ
の
他

の
地
方
別
移

入
量

は
、
之

を
算

定

す
る
の
資
料

が
な

い
。
そ
れ
故

に
弦

で
は
、
消
費

量
を
直
接

に
算
定

す

る
の
方

法
を
と
り
え
す

、
・寧

ろ
間
接

に
人

口
の
分
布
状

態

を
も

つ
て

、
消
費
力

の
分
布
状
態
を
代
表

せ
し
む

る
こ
と

、
し

た
。

人

口
の
分
布

状
態

を

も

つ
て
消
費
力

の
分
布
状
態

を
代
表

せ
し
む

る
こ
と
は
.
米

の
溝
費
量

は
人

口
に
比
例
す

る
と

い
ふ
前

提

に
し

て
許

さ
る
る
限

り
、
全

く
正
當

で
あ

る
。
然

し
乍

ら

こ
の
前
提

は
最
密

に
は
正
確

で
な

い
。

吾
國

の
全
燈

に
つ
い
て
見

る
時
は

、
米

の

一
人
當

の
消
費

量
は
、
明
治
初
年
以
來

、
微
弱
な
が
ら
も
逓

増
し

つ
、

あ

る
。

こ
れ
は
恐
ら

く
経
済
生
活

の
向

艶
が
浦
畳
米
量

の
増
加

を
來

す
こ
と
を
示
す
も

の
な

る
べ
く

、
こ
の
原
理

が
地

方
的

に
適
用

さ

る

、
な
ち
ば

、
各
地
方

の
経
濟
生

活

の
程
度

に
悉

じ
て
、
そ

こ

に
多
少

の
相
違

を
示

す
か
も

知

れ
な

い
。

一
般

に
市
民

の
少
食
と
農
民

の
多
食

は
認

め
ら

る

～
が
、
併

し
同
時

に
、
市
民

の
純
食

と
農
民

の
雑

食

が
認

め
ら

る

～
か
ら
㍉

米

に
關

す

る
限

り
は
必
ず
し
も
農

民

の
多
食

は
認

ぬ
ら

れ
な

い
で
あ
ら
う

。
要

す
る

に

米

の
消
費
量

は
人

口
に
比
例
す

る
と

い
ふ
前
提
は

、
嚴
密

に
は
正
確

で
な

い
と
し

て
も
、
消
費
力

を
代
表

せ
し
む

る
も

の
と
し

て
は
、
他

に
よ
り
適

當
な

る
も

の
を
登
見

し
難

い
(註
)
。
こ
の
意
味

に
お
い
て
弦

で
は
直

接

に
人

口
の

分
布

状
態

を
見

る
こ
と

～
す
る
。
こ
の
人

口
の
地
方
的
分
布

に
、
年

々
の
全
国

平
均

一
人
當
り
消
費
量

を
乗

ず

る
時

は

、
各
地
方

に
お
け

る
消
費
歎
量

を
推
定
し
得

る
で
あ
ら
う
。
併

し
乍

ら

こ
の
方
法

に
よ

る
も

、
わ

れ
く

の
問

　

　

　

題

と

す

る
地

方

的

の
分

布
傘

に
は

、

何
等

影

響

な

き

の

み
な

ら

す

、

こ

の
推
算

は
徒

ら

に
誤

差

の
加

重

を

来

す

お

そ

れ

が

あ

る
か

ら

、

弦

で

は
直

接

に
人

口

の
分

布

率

そ

の

も

の
を
問

題

と

す

る
。

米

の
生
産
と
沿
…費
の
分
離

「

第
三
十
二
巻

六
七
五

第
四
號

八
七

米 穀統 言十書(昭 和 …三年 タ訓)Pg1)農 林省



米
白
生
産
主
消
費
白
分
離

第
三
十
二
巻

第
四
披

/¥ 
/¥ 

大
七
六

(
註
)
わ
が
圃
に
消
費
さ
る
L

米
白
う
ち
約
四
百
高
石
(
六
二
ニ
d
m
)
を
消
費
ナ
る
酒
米
は
、
酒
類
白
生
産
が
地
方
的
に
宇
込
偏
在
し
て
ゐ
る
所
-
b
b
、

消
費
も
ま
た
人
口
に
比
例
せ
ず
偏
在
す
る
己
と
L

な
る
。
併
し
乍
ら
そ
の
生
産
さ
れ
た
る
酒
類
は
、
夏
に
そ
こ
か
ら
全
園
的
に
臨
給
さ
れ
つ
L

あ
る
か
ら
、
酒
の
形
を
と
づ
た
米
を
考
ふ
る
な
ら
ば
、
そ
白
一
消
費
は
必
ず
し
も
地
方
的
に
偏
在
ナ
る
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
で
あ
ら
ろ
。

生
産
カ
の
地
方
的
分
櫓
率
と
封
照
さ
せ
る
た
め
の
人
口
の
地
方
的
分
布
峯
は
、
然
ら
ぱ
一
年
間
の
何
れ
の
時
期

に
お
け
る
人
口
を
採
る
べ
き
か
?
わ
が
国
の
米
穀
年
度
は
、
営
年
十
一
月
一
日
に
始
ま
っ
て
翌
年
十
月
三
十
一

年
に
終
り
、
営
年
に
生
産
さ
れ
に
る
米
は
、
大
韓
に
お
い
て
こ
の
期
間
に
最
も
多
く
消
費
さ
る
〉
も
の
主
見
僻
さ

れ
る
。
従
っ
て
営
年
米
営
消
費
す
る
人
日
と
し
て
は
、
こ
の
期
間
の
中
心
軸
、
印
ち
m
世
話
年
五
月
一
日
現
在
の
人
口

な
も
っ

τす
る
の
が
最
色
合
現
的
と
考
へ
ら
れ
る
。

い
ま
前
節
に
明
ら
か
に
せ
る
生
産
力
の
地
方
的
分
権
率
は
、
昭
和
元
年
以
降
の
五
ヶ
年
を
見
た
の
で
あ
る
か
ら
、

之
と
野
照
さ
せ
る
た
め
の
人
日
は
、
右
の
理
由
に
よ
っ
て
、
昭
和
二
年
以
降
の
毎
年
五
月
一
日
の
人
口
で
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
人
口
は
大
正
十
四
年
お
よ
び
昭
和
五
年
の
各
十
月
一
日
に
お
け
る
国
勢
調
査
の
結
果
に
も
と
づ

い
て
、
之
を
推
計
す
る
よ
り
外
に
方
法
は
な
い
。
(
詮
)

(
註
)
忍
白
試
品
た
挽
計
方
法
は
次
の
知
〈
で
あ
る
。
先
づ
大
正
十
四
年
お
よ
び
沼
和
五
年
白
岡
勢
調
査
に
も
と
づ
寺
、
己
の
五
年
間
に
和
け
る
地

方
別
の
増
加
翠
を
求
そ
こ
れ
か
ら
複
利
計
算
式

4
H
て
州
l
]
に
よ
づ
て
一
ヶ
年
白
増
加
率
を
算
出
し
、
己
白
一
増
加
率
を
利
用
し
で
翌
年
即

ち
昭
和
元
年
十
月
一
日
現
在
白
人
口
を
算
出
し
た
。
之
を
基
礎
と
し
て
翌
年
五
月
一
目
白
人
口
を
算
出
す
る
に
は
、
一
ヶ
年
増
加
率
の
ご
】
闘
を

も
っ
で
し
た
。
複
利
法
に
よ
る
も
貫
際
よ
白
相
違
は
殆
ん
ど
認
め

b
れ
ず
且
つ
計
算
は
鈴
り
に
複
雑
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
左
に
是
等
の
基
礎

叡
字
を
一
市
ナ
。第

表

毎
年
五
月
一
日
現
在
人
口
推
計
の
基
礎
数
字

『米穀要覧Jl (昭和大年一月)p. 6 
同上、凡例参照
内閣統計局 2昭和五年国勢調査速報(世帯の人口)
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か
く
の
如
〈
し
て
算
出
し
た
る
毎
年
五
月
一
日
現
在
の
人
口
お
よ
び
金
圃
人
口
に
劃
す
る
各
地
方
の
百
分
比
を
ー

計
算
し
て
第
三
表
を
作
成
し
た
。

米
自
生
産
と
消
費
白
分
離

第
三
十
二
巻

六
七
七

第
四
時
抗

八ー
九



米

の
生
産
と
消
費

の
分
離

第
三
十
二
巻

六
七
八

第
四
號

九
〇

第
三
表

入

口

の

地

方

的

分

布

昭
和
二
年

昭
和
三
年

昭
和
四
年

五
月

一
日

五
月

一
日

五
月

【
日

昭
和

五
年

昭
和
六
年

、

五
月

一
日

五
月

一
日

算
術
卒
均

北
海
道

気

口
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全
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%
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こ
れ

に
よ
れ
ば
吾
國

の
内
地
人

口
は
、
東

日
本

に
お

い
て
五
六

・
二
%
、
西

日
本

に
お

い
て
四
三

・
八
%
を
占

め

て

み
る
。
地
方
別

に
見

る
と
き
は
、
關
東

嘔
を
最
多
と

し
て
一
=

%
、
之

に
次
ぐ
は
近
畿
匿

の

一
五
%
、
九
州
魑

の

一
四
%
、
東

北
冨

の

一
〇
%

、
東
海
匿

の
八

⊥
ハ
%
、
中
國

匠

の
八
%

で
あ
り
、
最

も
少
き
は
沖
縄

を
除

い
て
北

海

道

の
四
%

、
四
囲
圃

お
よ
び
東

山
颪

の
五

・
五
%
、
北
陸
匿

の
六
%

で
あ

る
。

人

口
増
加

の
著

し

い
吾
國

に
お

い
て
は
、
何

れ
の
地
方

に
お
い
て
も

、
そ
の
絶
場
数

は
塘
加

し

つ
～
あ

る
。
併

し
乍

ら
そ

の
増
加
率

は
、
前

場
第

二
表

に
示

さ
る

、
如

く
、
各
地

方

に
お
い
て
甚

し
く
異

る
か
ら

、
各
地

方
の
入

米
の
生
産
と
消
費
の
分
離

第
三
十
二
巷

六
七
九

第
四
號

九
一



「

米
の
'生
産
と
沿
…費
の
分
離

.

第
三
十
二
巻

六
八
○

第
四
號

九
二

口
が
全
国
入

口

に
謝

し
て
有
す

る
割
合

は
、
年

々
に
相
違
し

て
く
る
。

こ
の
表

に
つ
い
て
最
近
五

ヶ
年

の
経
過

を

見

る
も
、
そ

の
間

に
明
ら

か
な

る

一
般

的
傾
向
が

す

で
に
現
は
れ

て
る
る
。
例

へ
ば
人

口
分
布
率

の
漸
増

傾
向

を

示

し

て
み
る
の
は
、
北
海
道

、
關
束

嘔
、
東

海
匪

、
近
畿
匠

で
あ

り
、
そ
の
他

の
地
方

は
漸
減
傾

向
を
示
し
、
金

盥

と
し

て
は
東

日
本

に
漸
増

、
西

日
本

に
断

滅
傾
向

が
見
ら

れ

る
。
固

よ
り
こ
れ
は
相
樹

的
な
分

布
率

に
つ
い
て

言

ふ
と

こ
ろ
で
あ

る
。
而
し

て
前

0
第

一
表

の
生
産
.力

の
分
憺

と
異
り

、
こ

、
で
は
標
準
偏
倚

ま

た
は
憂
化
係
数

を
見

る
ま

で
も
な
く
、
毎
年

に
お
け
る
人

口
増
加

の
動
揺

の

一
定

せ
る
こ
と
は
、
前
述

の
人

口
推
計

の
前
提

か
ら

常
盤

で
あ

る
。

た

ゴ
現
員

に
お
い
て
は
毎

年

の
増
加

に
多
少

の
動
揺
あ

る
こ
と

も
認

め
ら

れ
ね
ば

な
ら

幽
が
、
人

口
分
布

の
動
態

に

つ
い
て
は
、
後

節

に
論
究

す

る
こ
と

、
す

る
。

四
、
生
産
消
費
の
場
所
的
分
離

以
上

に
お
い
て
吾

々
は
、
精

一
に
米

の
絶
樹

的
生
産
力

の
地

方
的
分
澹
を
見

、
第

二

に
米

の
縄
掛

的
消
費

力
を

,

代
表

す
る
も

の
と
し

て
の
入

口
の
地
方
的
分
布

を
見
た
。
然

ら
ば

か

～
る
生
産

力

の
地
方
的
分
擢
と

、
消
費
力

の

、

地

方
的
分
布

と
は
、
果

し

て
如
何

な

る
關
係

に
あ

る
か
p
・
例

へ
ば
全
図
消
費
力

の

一
〇
%

を
占
む

る
地
方

は
、
内

地

米
生
産
力

の

一
〇
%

を
占
む

る
か
ど
う
か
P
消
費
牽

と
生
産

傘

と
の
調
和

も
し
く
は
矛
盾

の
状
態

は
ど
う

か
P

こ
れ
が
次

の
問
題

と
な
ら
ざ

る
を
得

な

い
。

こ
の
状
態

を
見

る
た
め

に
、
前

二
表

に
も
と

づ

い
て
、
各
地

方

に
お

け

る
潰
費
率

(人

口
分
布
峯
)
を

一
〇

〇
と
す

る
生
産
率

(生
産

力
分
澹
率

)
の
歩
合
を
計
算

し

て
第

四
表
を
作
成

し

た
。
左

に
之

を
示

す
。

'
.ヒ

遣
死
.層
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四
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内
モ

夫

、(O
一

央
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(
甲
宅

右

表

に
つ
い
て
最
近

の
五

ケ
年

の
卒
均
を
見

る

に
、
ま

つ
最
後

の
欄

内

(全
図

)
に
示

せ

る
如

く
、
内
地

米
が
全

消
費

量

に
謝
し

て
占

む

る
割

合
は
、
李
均
八

四
・
七
%

で
あ

る
か
ら
、今

か
り

に
成

る
地
方

の
消
費
蛮
・と
生
産
傘

が

一
致

し
沈
と

し

て
も
、
省

且

つ
少

く
と

も
、
一
五

・
三
%

の
不

足
を
示
す

も

の
で
あ

る
。
帥
ち

右
表
各
地

方

の
消
費

oo
吟

Oo

を

一
〇

〇
と

す

る
生
産

の
指
数

が
、

11
=
。。
』

を
示
す
場

合

に
お
い
て
、
生
産
と
消
費

は
始

め
て
地

方
的

に

　
O
O

ヘ

へ

均
衡

し
う

る
わ

け

で
あ

る
、
た

ゴ
併

し
そ
れ

は
均
衡
し
得

る
と

い
ふ

に
止
ま
り
、
現
實

に
は
自
産

米

を
出

し

て
他
産

米
を

入

る
～
こ
と

は
、
常

に
行

は
れ

つ

～
あ

る
所

で
あ

る
。
以

上
の
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
、
わ
れ
一

は
右

の

ノ



第

四
表

を
観
察

せ
ね
ば
な
ら

顕
。

先

づ
之

を
東

日
本
と
西

日
本

に

つ
い
て
見

る
と
き
は
、
前

者

の

一
〇
三
・
五
%

に
罰
し

て
、
後

者

の
九

五
・
七
%

を
見

る
。

こ
の
こ
と

は
即
ち
西

日
本

に
お

い
て
、
人

口

に
比

し
生
産

の
甚

し

く
不
足

せ
る
こ
と
を
實

謹
す

る
。
東

日
本

に
お

い
て
さ

へ

一
〇
三

・
五
%

の
数

字

は
前

掲

一

一
八

二

%

に
比

し
甚

だ
不
足
す

る
。
從

っ
て
他
地
方

へ
の

移

出

を
度

外
観
し

て
も

、
術

ほ
朝
鮮
米

そ

の
他

の
補
充
を
必
要
と

す

る
、
然

る
に
西
日
本

に
お
い
て
は
、
全

消
費

に
封

ず

る
そ

の
生
産
力

は
、
り
U
・刈
×
。。
吟
刈
け
。。
一
」
を

示
し
、
他
産

米
を

必
要
と
す

る
程
度

は
遙

か

に
高

い
。
大

阪
市

場

に
お
け

る
朝
鮮

米

の
重
要

な

る
理
由

の

}
つ
は

こ

㌧
に
あ

る
。

各
地

方

の
う
ち
生
産
力

超
過

の
最
大

な

る
は
、
北
陸
旺

お
よ
び
表

山
嘔

で
あ
り
、
是
等

の
地
方

は
明

ら
か

に
生

産

力

の
超
過

せ
る
こ
と

を
示

す
。
之

に
次

ぐ
中
國
匹

に
あ

っ
て
は
や
や
消
費

力

に
接
近

し
、
そ

の
他

の
地
方

は
す

べ
て
生
産
力

の
不

足
を
示
す

。
そ

の
最

も
甚
だ
し
き

は
、
關
東
匪

の
六
四

・九

%
、
近
畿

匠

の
七
七

・
六
%

で
あ
り
、

北
海

道
、
東
海

圃

こ
れ

に

つ
ぐ
。
要
す

る

に
生
産
消
費

の
場
所
的
分
離
が
、
地

方
的

に
如
何

に
相
違

す

る
か
は
右

の
表

に
よ

っ
て
ほ
ゴ
之

を
明
ら

か

に
引

る
こ
と
が
出

来

る
と
思

ふ
。

五

、
地

理
的
分
離

の
歴

史
的
登
展

以

上

の
数

節

に
お

い
て
、
生
産

消
費

の
地
理
的
分
離

の
状
態

に

つ
き
、
最
近

五
ケ
年

の
車
賃

に
も
と

づ

い
て
、

そ

の
静
態

を
明

か
に
し
え

た
と
信

ず

る
。
然

ら
ば

か
く

の
如

き
地

理
的

分
離

の
状
態

は
、
わ
が
國

民
経
済

の
螢
屈

す

る
と
共

に
如
何
な

る
憂

化
を
経
瞼

し

つ
、
あ

る
か
2

こ
の
動
態
研
究

が
即
ち

こ
の
節

の
課
題

で
あ

る
。

米

の
生
産
と
浩
　費

の
分
離
…

・

第
三
十
二
巻

六
八
三

篤
四
號

九
五



米

の
生
産
と
消
費
の
分
離

・

第
三
十
二
、巻

六
八
四

第
四
號

九
六

こ
の
目
的

の
た
め
輩

に
探

り
た

る
方
法

は
、
先

づ
第

一
に
、
明
治
十

四
年
以
後

の
毎
五

ヶ
年
李
均

の
生
産

率

(
絶

謝

的
生
産
力

の
地
方
的
分
謄
奉

)
を
算
出

し

て
そ
の
登
展
的

傾
向

を
見

、
第

二
に
同
様

の
方
法

に
よ

る
人

口
率

(人

口
の
地

方
的
分
布
傘
)
を
算
出

し
て
そ

の
傾
向

を
た
し
か
め
、
第
三

に
こ
の
二

つ
の
結
果

を
關
係

せ
し
め

て
、
生

産

消
費

の
地
方

的
分
離
が
歴
史

的
経

過

に
お

い
て
如
何

に
螢
展

し

つ
、
あ

る
か
を
見

る
こ
と

・.
し
た
。
第

一
の
結

果
は
第

五
表

と

し
て
左

に
.掲
げ

る
。
(註
)

第
五
表

生
産
力
分
櫓
牽
の
歴
史
的
曇
展

明
治
+
旧
賠

、

-

■

1

,
一

同

+
八
年

五
ケ
年
準
均

明
治
完
年回廿三年

五
ケ

年
平
均

明

治
超
年[同寸八年五ケ年弔均
明
治

兇
年回丑三年五ケ年革均

岡

三
実
年

五
ケ
年

早
均

明
治　

謁
些
明
治　　

先年
.一同旱三孚

五
ケ
年
季
均

明.
治
軍
糧大正四年五ケ年雫均

雰
正
五同九

年五ケ年平均

大
正
+
年回+四年

置
ケ
年
年
均

昭
和
元
年同五年五ケ年季均

北

蔓
難
難

手
薄O∴

三〇こ

三
六〇∴

七
八O∴

一

室

. O
・
四

三

三O毛

竺
八〒O

九
二
八7穴

一
、

尭
八子(

二、
三
号三人

護
甕
鷺

千
石

四
、

交六

一
置
・

四

五
、

琶へ

茜
・

四

.

六

三
四
三

[
五・
七

五
、

七
八一

・

茜・
六

五
、

八
五
一冒〒=

七
δ
二
六

一
四
占

七
、
O

空言・四

八
、

七
二
五

三
凸

九

三八
六一六三

九
、

天竜琴閲

●

生
産
数
量

關
東

玉
野
全
國
%

千
石四二五バ三毛

四
、

九
二
七

E
人

五、
六
=酉∴

五

三
五
六三・ヨ

五
、

五

晃
、

一
一一
・

五
、

茜七=・穴

七
、

四
〇
六

一
冨
ん

八
δ
9ヨ・七

七
、

八

芝=晶・七

八
、

三
二
四

三・
七

北
　

甕
購

千

石

四

δ
六
〇

.三曲

五
、

二
些一三七

五
、

三

会

一
　〒

穴

四
、

八

翌三・=

五
、

四
七
七

三・
四

六

δ
八
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六
、

三
〇
三

=
義

六
、

九
二
九

・

=

孔
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六
、

七
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六
、

丸
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生
産数

量

束

農
{
封
全
國
%

千
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二
、

西
入電・六

二
Y

二
三
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内
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二
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、
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二
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、

八
六一畢

四

二

元
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δ
充

3・
昌

三
、

一

乗

互
∴

一

陣

・量
豊

国

『蛋

「羅
凡,
ぞ軋
」「τ
U[
r「
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一
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人
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五
、
玉
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四
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一
㍗
八
七
五
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甲
七

円
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〇

三
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二
、
O
呈
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匠
∴

六
δ

三
〇

翠

　
干
石美

O
∴

一一、
四
る

,
.

匹
夫

六
、
八
一
〇
.

一
五
・四

三
五

〇
二

二
、
八
一.五

玉
毛

八
二

鯉

宍

・
四

美
O

・
「

=
、
九
一
　

五
.
五

八
』

究

・

蓋

・匹
六
二

〇
∴

三義八　
品目蹟

呂
、
〇
三
四
、

E
・=

八
、
七
〇
五

一
互
二六

一

〇
二

一

三
δ

岳
ハ,

匠
・
O

八
、九
二
六

茜
老匠

且

0
・
曙

計(
纈)
{
難
難

千国三、呂容

四
四・
O

{
垂

盟
6

芙
べ圏理

由

署
、
(

突盟・=

呂
O
、

六
茜

四
穴
・

湘

量
、

茜臼電老

茜、

妻
翌
老

曇、
=
口囲λ

茜
、七

死因昌義

量、

響

里
・

.

食

盛
虚
数

羅

千島O、臨2一86

菖
(
、

四

茜三六・四

富
些
洗
昌
〇三=一

究、
E
昊=言∴

四
四
、

三七茜置・昌

究
・

六

三夷三・昌

琶
、
9
=嘲茜・四

E(
、「茜

O尻〒匹

毫、

套

天㍗

穴

杏
覧
(全昌8・

四

米

の
'生
産

と
沿
…讐
ハ
の
分
離
…

第
三
十
二
巻

穴
八
五

第
四
號

九
七



」

米

の
生
産
と
消
費

の
分
離

第

三
十
二
谷

六
八
六

第
四
號

九
八

(
註
)
米
の
生
産
数
量
は
帝
国
統
計
年
鑑

お
よ
び
農
商
務
統
計
表

に
も
と
づ
き
筆
者

の
計
算
す
る
も
の
で
あ
る
。
地
方
別
は
前
掲
第

一
表

の
そ
れ
と

.
同
じ
く
最
近
の
統
計
医
劃
に
よ
る
。
こ
の
躍
劃
は
匿
}々

攣
更
さ
れ
て
み
る
か
ら

一
た
ん
府
縣
別
に
計
一昇
し
た
る
後
、
最
近

の
匠
劃

に
從

っ
て
集

計
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

、
こ
の
五
十

年
間

に
お
け

る
善
因
全
燈

の
絶
対
的
生
産
力

は
、
約

三
千
萬
石

か
ら
六
千
萬
石

へ
、
即
ち
恰
も
二
倍

の
登
展

を
示

し
て
み
る
。
而

し
て
絶

劉
的
数

量

に
つ
い
て
は
、
何

れ

の
地
方
も
例
外
な
く
、
生
産

力

の
向
上
的
登

展

を
示

し
て
み

る
,
併

し
乍

ら

こ

の
登
展

の
程
度

は
塾
地

方

に
よ

っ
て
甚
だ
し

く
相
違
し

.
從

っ
て
各
地
方
が
全

國

に
謝

し
て
占

む

る
地
位

は
、
そ

れ
み
＼

異

な

る
登
展

を
示

す

こ
と

、
な

る
。
之
を
東

日
本
と
西

日
本

に
分
ち

て

見

る
時

は
、
渦
…去
王
十

年
を
通

じ

て
東

日
本

の
優
勢

を
示
し

て
み
る

の
み
な
ら

す
.
そ

の
排
擠
輩

は

、

一
般

に
躍

増

の
傾
向

に
あ

る
。
即

ち
米
の
生
産
力

の
登
展

は
、
西

日
本

に
お
い
て
よ
り
緩

慢

で
あ

る
。
更

に
詳
言

せ
ば
生
産

力

登
展

の
比
較
的
優
位

は
、
最
初

の
期
間
は
東

日
本

に
あ

り
、
中
期

(明
治

四
十

年
前
後
)
に
至

っ
て
西

日
本

に
移

り

、
最
後

に
大
正
以
後

に
お
い
て
再
び
東

日
本

に
移
り

つ
、
あ

る
。

生
産
力

登
展

の
最

も
顕
著

な

る
地
方

は
北
海
道

で
あ
り

、大

正
以
後

に
お
い
て
そ

の
螢
展

は

こ
と

に
目
畳

し

い
。

こ
れ

に
次

ぐ
は
東

北
魑

で
あ

る
。
比
較
的

に
微
弱

な

る
登
展

を
な
す
地
方

は
、

分
憺
率

の
逓
減
を
示

し
、
近
畿

厩

に

お
い
て
最

も
甚

だ
し

く
、
北
陸
匠

こ
れ
に
次

ぐ
。
そ
の
他

に
東
山

、
東

海

、
中
国

、
四
国
等

の
諸
地
方

も
微
弱

な

る
逓

減
を
示

し
、
關
束

、
九

州
等

は
殆

ん
ど
著
し
き
憂
化

を
示

し
て
み
な

い
。
か
く
の
如

く
各
地

方

に
よ
り
多

少

は
異

る
け

れ
ど
も
、
併

し
大
艦

に
お
い
て
、
北
海
道
、
近
畿

を
除

け
ば

、
生
産
力

の
登
展

に
は
さ
ま

で
著

し

い

地

方
的
差

別
を
認

め
え

な

い
と
言

ひ
う

る
で
あ

ら
う
。

第

二

に
、
然

ら
ば
生
産
力

の
螢
展
と
劃
立
す

る
消
費
力

を
代
表

す

る
も

の
と
し

て
の
人

口
の
螢
展

は
、

い
か
な



る
経

過
を
示

し
τ

み
る
か
2

.
之

を
見

る
た
め

に
、
前

表
と
劃
慮
す

る
毎

五
年
李
均

の
地
方

別
人

口
分
布
率
を
算

出

し

て
、

こ
れ
が
歴
史
的
襲
展

の
跡

を
う

か
が

ふ
時

は
、
次

の
第

六
表

の
如

く
な

る
。
但
し

こ
の
表

に
お
け

る
人

口
は
、
前

の
第

三
表

に
お
け

る
が
如
き
翌
年

五
月

一
日

の
現
在

に
あ
ら
す

、
そ
の
年
末
ま

た
は
翌
年
首
の
人

口
で

あ

る
。
(註
)

第
六
表

人
口
分
布
牽
の
歴
史
的
婁
展

}

明
澄
+
四
年

同

+
八
年

.

五
ケ
年
季
均

`

北
海
道

野 人
盈: 口.
國
%数

人

口

数

東
北
玉

樹
全
國
%

關墨

蹴
麹

北墨

蹴
鶉

東
・
轟

鶉
人

口

鍛

東鑑
封
全
國
%

仰 男 子

三 人 、暑昆

明
治
克
年

回

豊

年

冗
ケ
年
.串
均

五 同 明

曇廿憩
恐 ノ㌧四
」砦 年 年

冒垂

.

O
盛

ヂ
　
　

三
、
九
妻

一
。
.
蒸

四
三

四
七

δ

・
六
.

千
人

六
、
三

〇

手

量

明
治
覚
年

旧
四

三
+
三
年

置
ケ
年
畢
均

■

「響
睡
避継
鑛
調騨
耀

五
星

咄
・
　
.…

囲
一 、
〇 五

Aヨ 二

七
、
〇
七
七

.

七
、
四
八
四

一
唱
・
七

一
弔
・八

千
人

三
、
六
六
五

山
・
八

三
、
七
一昌九

空

晶

「
亦 暮 千
菖 プロ人

一昌
、
二
四
八

(
モ

邑
、
八
聖

油
・
哺

二
、
四
六
四
…

三
盆

九
五

六
.
一
「

穴
.
一

三
、
四
〇
四

三
、
五
七
七

八
・
琴

(
・E
.

七宝
…

四
、
莞

0

一
〇
・
匹

七
一 、
→白 老
・ ゾ』
七 三

一δ
豊

一
、三

△

営
　

……『漁

五
、
9
ハ=

五
、
二
九
二

δ

.
込

一〇
.老

入
、
葦

玉

一
(
・
菖
、

九
、
四
〇
〇

冤

・
O
.

五 同 大
ケ 正

衆九五
均年年

五 同大

ii西辛
均年年

一
、
交

一
、

二
、
O
茜

摺
㎜・
損

年

彊

五
一 、
〇 五
9ア{

穴 九

1拍 六

iヨ監..一.二

匹
、
八
七
ヨ

誠
、
九
八
二

一
〇
・
颪

.

}
ロ
・
雷

光
、
九
九
〇
.

一
〇
、
大
空

=

、
七
=
…

一(
・
託

一
九
・
鷹

島
O
∴
…

三
、
八
二
一

三
、
八
三
七
.

(
・
壷

(
二

「

　
、
八
八
△亙

四
、
〇
二
七

四
、
一
=

唱
・
七
.

唱
・
冒

調
和
轟

江講
　

二
、
六
七
六

六
∴

菖
、
三

四

(
・
四

、
プく 七〇 ゴ』
o八

三
、
き

六

(
・四

、
冨二 九

ゴ脂 一ヒ=

四
二
巻

(
・
四

三
、〇
六
へ

蕊
」
西
七

Z
ム

匠
人

四
、四
六
九

(
孟

四
、
七
旬

(
圭

六
、
窒
四

;
∴

一旦
「三
六
一

三

・
嘲

蕊
、
九
〇
三

四
、
〇
四
七

穴
・
七
、

肉
・

、
冠 三

七 八

四
八 九
臨 監

三
、

呈=四・ 八

五

A三● 海
内 六

由木
の
生
産
と
鳩旧
曹
一
の
分
離

第
三
十
二
巻

六
八
七

第
四
號

九
九



9

米

の
生
産
と
消
費

の
分
前離

麓
皿
三
十
二
巻

六
八
八

第
四
號

一
〇
〇

計(
漁)
{

人
口

数翼全図%

尻・蚤喜
=

≡
、

天六置三

暑

夏犬牽
モ

量、

果洗雪　毛

量、
尻
O茜∴

昊、
勃
査吾或

昌
八
、
(
〇
四

茜
夫

呂、
圭
七百・湘

量、

豊
θ豊・六

曼
、

里美∴

近

堂
蹴

鶉

千
人玉二五六罫〒八

ヨ
、

四
七
七

葦
毛

五
、

七

去

=

芙

五

五
八
五

=彙

六
三
善
三竃或

六
、

八垂

、竃人

七
、

四
三
七一四・「

八
二
9茜・亜

八
、

大
当西・九

カ
、

曇

一
匹・
皿

轟
轟
鶉

千
人四三六三=・四

『
三
護

一

,
,

U■⊂ーン
.　

四
、

四
さお夫

四
、

五
九一

δ
由

四
、

七　
言}

「

早
『

四
、

全㍗
九

五
、

〇
九一

九
夫

五
二
吾空}

五、

呈
O八竜

五
三
七
五八西

「
人

口

数

四
面
甘
肌
(

1
1
1

一野

全
国

%

　
ス

ニ
、七
=
.

弔
・
一,
.

二
、
入
毛

.

二
、
入
会

昌
、
九
星

七
・
一
.

六
・
(
.

六
・
六
.

{

遷

O
O鯉

赤
軍
.

㌔
六 〇

占 合

_」コ7㎏:
;ご

_コ五

● ノ、.

プLrノ 、,

・
、三

　副

雪
占

五
∴

人

目

轍

九
州
医

{
封
全
図
%

千
人

五
、
四
四
〇

西
孟

玉
、
三
八
〇

五
、
九
九
七

六
、
筥
四
八

六
、
七
…ハ八

七
、
一
八
六

七
、
六
七
一

八
、
=

O

八
、
四
七
一

八
、
八
九
八

=
昌
。
四

一四
。
}
.

一
四
・
四

「
四
・置

一
四
・E

一
四
、
三

「四
・
置

一国
・
面

一四
・

計 .沖(
本 日西

)

縄
医

{ 一
封 人 W人

命 ・ 禽 ・
%鍛 %数

回:尋"炉 春 子

_些一 酉 込
〒 呈 千
o砿 人

天
異 モ 一 三
・ 四
八 八 ● 6全

刃
昊 ま

0
ζコ

一=一 喀

〇 三症

昌
酉 『
穴=三 一 四

き53 6塁

三
毘 盆 一 四

九 巽 6夫

畳
四 「
5四 一 「可
・ 六 。 プ』

2二A こコ 四

畳昌
豊 述
西i建

〒 菩
o大

呂
匹

翌 旦 一 三E=
● 穴
闘 四 占 ≦

昌
匹

躍 べ 一 五

面 当 6全

昌
圏 キ
亭 匡二
八

一 五
6当

全

国
{撒
口
購

一4=

o、

?圏 千
o→=人

四
〇
、
昌
昌
9

圏
呂
、
一
〇
〇

四
四
、〇
一=

圏
内
、E
5
一一

四
九
、
四
匹
四

置
昌
、
七
七
老

匠
六
、O
O
四

置
(
、一一一匠
九

六
冒「
0
穴
=

一実

義

=

昌
・三

一
モ

・
究

三

四
∴
昌

三

昌
・
一

西

一
・
O

一発

・
六

一憂

此

一六
(
・

(
註
)
『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
の
人
口
に
は
、
『
本
籍
人
口
』
、
『
甲
種
現
住
人
口
』
、
『
乙
種
現
住
人
口
』
、『
現
在
人
口
』
お
よ
び
『
推
計
人
口
』
が
あ
る
。

『
本
籍
人
口
』
と
は
毎
五
年
の
籍
上
調
査
に
年
々
の
出
生
死
亡
等
を
加
除
せ
る
本
籍
地
に
よ
る
人
口
で
あ
る
。
現
住
所
は
必
ず
し
も
本
籍
地
と

一

致

し
な
い
か
ら
、
吾

々
の
目
的
か
ら
言

へ
ば
『
本
籍
人
口
』
は
不
満
當
で
あ
る
。
『
甲
種
現
住
人
口
』
と
は
本
籍
人
口
に
も
と
づ
き
、
寄
留
者
そ
の

一

彦

ヒ
資
撃
義

豊

島
ド
壺

'冬

蔓

、τ

、,
「
.き



他

の
出
入
を
加
除
せ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
や
」
現
住
の
状
態

に
近

い
。
併
し
乍
ら
現
住
地

に
入
寄
留
届
を
な
し
本
籍
地
に
出
寄
留
を
な
さ
Ψ

る
も
の
.が
多

い
か
ら
、
全
國
総
籔
に
お
い
て
遙
か
に
本
籍
人
口
数
を
超
過
す
る
と
い
ふ
誤
差
を
免
れ
な
い
。
『
乙
種
現
住
人
口
』
は
即
ち
ζ
の
誤

差
を
更
正
す
る
た
め
に
、
右

の
超
過
人
口
を
府
縣
出
入
寄
留
者
の
総
鍛
に
按
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
從

っ
て
絶
封

に
正
確

で
は
な
い
が
、
吾

々

.

の
目
的

に
は
比
較
的
に
近

い
。
『
現
在
人
口
』
と
は
大
正
九
年
以
来
毎
五
年
に
行
は
る
4
國
勢
調
査

の
結
果
に
よ
る
人
口
、
『
推
計
人
口
』
と
は
こ

の
国
勢
調
査

の
結
果
を
基
礎

と
し
人
口
増
加
率
に
よ
っ
て
推
計
せ
る
毎
年
の
人
口
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
が
得
ら
れ
る
所
で
は
、
.こ
れ
が
比
較
的

覧

に
正
確

に
近

い
も

の
と
認

め
ね
ば
な
ら
ぬ
。

22

全
国
人
口
に
つ
い
て
は
、
『
明
治
五
年
以
降
我
國
の
人
口
』
に
擦
る
を
最
も
正
確
に
近
い
も
の
と
す
る
が
、
こ
れ
に
は
地
方
別
人
ロ
は
得
ら
れ

な
い
。策
六
表
は
圭
と
し
て
『
乙
種
現
住
入
口
』
に
よ
り
、
之
を
補
ふ
に
他
の
人
口
を
も
つ
て
し
た
。
詳
言
せ
ぱ
、明
治
+
五
年
+
九
年
の
第

一
期

は
毎
年
首

の
本
籍
人
口
、
第
二
期
、
第
三
期
は
年
末
甲
種
現
住
人
口
、
第
四
期
(明
治
三
十

一
年
)以
降
第
八
期
ま
で
は
年
末
乙
種
人
口
、
第
九

十
期
は
国
勢
調
査
の
結
果
に
も
と
つ
く
推
計
人
口
に
擦
る
。
統

一
し
た
資
料
の
得
ら
れ
な
い
の
は
遺
憾
で
あ
る
。

い
ま
第

六

表

に

つ

い

て
人

口
分

布

の
歴

史

的

登
展

を

見

る

に
、
ま

つ
全

図

入

口
は

こ

の
五
十

年

間

に

一
・六

八

倍

に
増
加

し

て

み

る
。

衣

に
東

日
本

に

お

い
て

は
西

日
本

に
.お
け

る
よ

り

も

常

に
大

な

る
人

口
部

分

を
占

む

る

の

み

な

ら

す

、

そ

の
割

合

も

五

二
%

か

ら

五

六

%

ま

で
常

に
逓

増

し

つ
、
あ

る
。

即

ち

人

口
増

加

の
割

合

は
東

日
本

に

お

い
て
よ

り

優
勢

で
あ

る
。

乏

を
地

方

別

に
見

る
時

は
、

人

口
率

の
最

も
著

し

く
増
加

せ

る

は

、
北

海

萢

、
關

東

お
よ
び

近

畿

匠

で
あ

る
(註
)

人

口
増
加

率

の
比
較

的

に
小

な

る
地

方

は

、

却

っ
て
分

布

率

の
低

減

を

来

す

こ

と

、
な

り

、.
北

陸

、
東

山

、
中

國

匠

は

そ

の
著

し

き

も

の

で
あ

る
。

東

北

、
東

海

、
九

州

匪

は
殆

ん

ど

分
布

率

の
著

し

き

攣

化

を

見

な

い
。

め

(
註
)
こ
の
駐
は
本
庄
教
授

の
研
究

の
結
果
と

一
致
す
る
。
併
し
て
更
に
敏
授

の
研
究
さ
れ
た
る
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
方

の
人
口
増
加
は

恥

そ

の
自
然
増
加

に
よ
る
よ
り
は
よ
り
多
く

他
地
方

か
ら

の
移

住
に
よ
る
も

の
上
襟

で
あ
る
。

第
三

に
、
然

ろ
ば
右

の
二
.つ
の
結
果
を
綜
合

し
て
、
生
産
力

の
地
方
的
分
捲
率

と
、
そ
の
消
費
力

を
代
表

す

る

・.米

の
生
産

と
消
費

の
分
離
}

.

第
三
十
二
巻

六
八
九

第
四
號

一
〇

一
」響

1)
2)
1)
2)

本 庄敢 授 著;人1コ 及 人 口問題(昭 和五年)p.II8q222
内閣統 計 局;『 明 治五 年 以降 段國 の人 口』(昭和五年)

本 庄激 授 著;人 口及人 口問題P・z28
同上,p.226



米
の
生
産
と
溝
智
一の
ム刀
鼎駆

第
一二
十
二
巻

六
九
Q

師弟
四
號

一
〇
二

人

口

の
地

方

的

分

布

拳

と

の
關

係

が

、

わ

が

国

民

経

濟

の
登

達

す

る
と

共

に
、

い
か
な

る
登

展

を

な

し

つ

～
あ

る

か

p
・

之

を

見

る

た

め

に

、
前

に
試

み

た

る
と

同
様

に
、
毎

五
年

李

均

の
人

口
分

布
率

を

一
〇
〇

と

す

る
生

産

分

捲

率

の
指
数

を

作

成

し

て
示

せ
ば

、
第

七
表

の
如

き

結

果

と

な

る
。

第

七
.表

消
費
率
(
人
.日
傘
)
に
封
ず
る
生
産
率

の
歴
史
的
登
展

繭
津
韓
嗣
治
凱
讐
醐
誰
鐸
禰
鋪
柑韓

五
ケ
年
季
塩

江
ケ
年

平
均

五

ケ
年
平
均

五

ヶ
年
李
均

理
柵舗
緯
驕
騨
獺大

正

五
年

大
正

十
年

昭

和

二
年

同

九

年
間

十
四
年

同

六
年

五
ケ
年
…平
均

五
ケ
年
.牛
均

互
ケ
年
再
均

劇

東 東 北 關 ・東 北

海 山 陸 東 北 海
團一

消生漬

匿一
清生消

囲{
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こ
の
五
十
年

間

に
お
け

る
生
産

消
費

の
地

理
的
分
離

が
如
何

に
螢
展

せ

る
か
を
見

る
に
、
先

づ
全
国

の
人

口
増

加

の
割
合

と
生
産

増
加

の
割
合

を
比
較

す

る
時

は
、
後

者

に
お
い
て
約

一
九

%
だ
け
大

で
あ

る
。
帥

ち
吾
國

に
お

米

の
生
産
と
消
費
の
分
一離

一弟
三
十
二
倦

六
九

一

第
四
號
}

一
〇
三

●



米
の
生
産
と
糟
轡
ハの
分
"離

㎝弟
三
十
二
巻

六
九
二

{弟
四
號
…

一
〇
囲

い

て
は
、
内

地
米

の
生
産

力

の
増
進

は
人

口
の
増
加

よ
り
も
遙

か

に
大

で
あ

る
。
こ
れ
は

一
の
注
意

す

べ
き
事
實

で

あ
略

う
。
次

に
東

日
本

と
西

日
本

と
を
比
較

す

る
に
、
消
費
率

は
前
者

に
お

い
て
漸
増
し
後

者

に
お

い
て
漸
減

せ

る
も

、
生
産
率

に
お
い
て
前
者
は
中
期

に
お
い
て
減

退
せ

る
結
果
と
し

て
、
消
費

に
封
ず

る
生
産

の
割
合

は
、
初

期

孔
お
い
て
は
東

日
本

に
高

く
、
中

期

に
減

退

し
て
後
期

に
は
再

び
増
加

す

る
こ
と

、
な

り
、
西

日
本

に
お
い
て

は
之

と
反
樹

の
結

果
を
示
し

て
み

る
。
全

艦
と
し

て
消
費

に
醤

す

る
生
産

の
不
足

は
、
西

日
本

に
お
い
て
よ
り
著

ノ
、
帥
一
.
」
㌦
P
窄ム
壁

式

し
')
0

1

し
コ」
-ζ
カ

一、
=ヨに
,,q
津

.ζ

地

方
的

に
は
更

に
興
味
あ

る
事
貫
を
猶
見

す

る
。
生
塵
超
過

の
最
大
な

る
北
陸

お
よ
び
東
北

賦

に
紛

い
て
は
、
何

れ
も
生
産
超
過

の
程
度

は
増
大
し

つ
、
あ

る
。

こ
れ
は

こ
の
地

方

の
生
産
力

の
登
展
が
比
較
的
顯
著

に
向

上
し

た

た

め
よ
り
も
、
寧

ろ
消
費
力

の
比
較

的
減
退
即
ち
人

口
の
相
劃
的
減
少

に
よ

る
結
果

で
あ

る
。
次

に
消
費
超
…過
の

最
大

な

る
關
東

お
よ
び
近
畿

に
お

い
て
も
、
消
費
超
過

の
程
度

は
年
と
共

に
加

は
り

つ
～
あ

る
。
そ
し

て
こ
れ
も

ま

た
生
産
力

の
比
較

的
減
退

に
負

ふ
よ
b

は
、
寧

ろ
消
費
力

の
よ
り
顕
著
な
増
大

に
負

ふ
と

こ
ろ
大

な

る
こ
と
が

立
読

さ
れ
て
み

る
。
た

∫
北
海

道

に
お
い
て
は
、
人

口
増
加

の
著

し

い
に
拘
ら

す
、
よ
り
人
な

る
生
産
力

の
増

大

を
見

た

る
故

に
、
生
産

不

足

の
程
度

は
最

近

に
至

っ
て
大

に
緩
和

さ
れ

つ
～
あ

る
。
そ

の
他

の
地

方

は
中
国
医

が

人

口
傘

減
退

に
よ

る
生
産

超
過

の
程
度
を
増
し

つ
～
あ

る
を
除

け
ば
、
特

に
注

目
す

べ
き
傾
向
を
示

し

て
み
な

い
。

之

を
要
す

る

に
、
生

産
と
消
費

と

の
.地

理
的
分
離

は

、
歴
史

の
進

行
す

る
と
共

に
次
第

に
そ

の
程
度

を
加

へ
つ

～
あ

る
。
そ

し
て
そ
れ
は
生
産
力

の
地
方
的

に
不
孝
均

な
登
展

に
よ

る
よ
り
も

、
寧
ろ
よ
り
多

く
消
費
ガ

の
不

雫

均

な

る
登
展

、
、即
ち
人

口
増
加

の
不

孝
均

に
よ

る
も

の
で
あ
b

、
そ
れ
は
ま
た
人

口
の
自
然
的
増

加

の
不

平
均

に



よ

る
よ

り

も

、

寧

ろ

人

口

の
移

動

に
よ

っ

て
惹

き

お

こ
さ

る

、
と

こ

ろ

で
あ

る
。

六

、
結

論

以
上

に
お

い
て
實
謹

し
え

た
所
を
要

約
す

れ
ば

、

ロ

　

　

↓

わ
が
國

に

お
い
て
は
、
人

口
増
加

の
割
合

よ
り

も
食

物
増
加

(内

地
米
生
産
増
加

)
の
割
合

の
方
が

よ
b
大

薮

る
・

給

米

の
生
産

の
地
方
的

分
権
率

は
、
年

に
よ
り

て
動
揺

す

る
。
即

ち
年

の
豊

凶
は
各
地

方

に
不

孝
均

に
お
こ

く
り
全
國

的
豊

作
ま

た
は
塗
國

的
凶
作
と

い
ふ
も
、
豊
凶

の
程
度

は
各
地

方

に
よ

っ
て
異

る
の
み
な
ら
す
、
豊

凶
動

揺

の
程
度

も
ま
た
地
方

に
よ

っ
て
異
り
、
比
較
的

に
李
均

せ
る
生
産
力

を
有
す

る
地
方
と
、
然

ら
ざ

る
地

方
と
が

あ

る
。
そ

れ

に
も
拘

ら
す
、
最
近
数

年

の
平

均
状

態

に
つ
い
て
、
各
地

方

に
お
け

る
生
産
力

分
旛

の

一
定

率
を
見

る
こ
と
が
出
來

る
。

(第

一
表
参
照

)

　三

米

の
消
費
力

を
代
表

す

る
も
の
と

し

て
、
人

口
の
地
方
的
分
布

を
見

る
に
、
そ

の
増
加
率

は
地
方

に
よ
り

く
て
甚

だ

し
く
異

な

る
か
ら
、
分
布
率

は
年

々
に
攣
動

し

つ
～
あ

る
。
け

れ
ど
も
ま
た
最
近
数
年

の
尋
均
的

状
態
を

も

つ
て
、
入

口
分
布

の
現
状

を
現

は
す

こ
と
が
出
來

る
。

(第

三
表

参
照

)

鴎

生
産
力

分
擦
車

と
消

費
力
分
布

率

と
を
劉
照

し

て
、
生
産
力

超
過

の
最
も
著
し

い
地

方
は
、
北
陸

顧

(
一
七

く
九

・
七
%
)
お
よ
が
東
北
旺

(
一
五
七

・八
%
)
で
あ
り
、
消
費
力

超
過

の
最

も
著
し

い
地
方
は
、
關
東

匪

(
六

四
・
九
%
)

お
よ
び
近
畿

轟

(
七
七

⊥
ハ
%
)

で
あ

る
。
從

っ
て
姑
ら

く
他
産

米
を
別

に
す

る
な
ら
ば

、
米

は
大

膿

に
お
い
て
是

米

の
生
産
と
沿
…曹
ハ
の
分
離
}

第
三
十
二
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六
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第
四
號
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五
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米
、の
生
産
と
消
費

の
分
離
…

第
三
十
二
巻
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九
四
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四
號

一
〇
六

等

の
生
産

超
過

の
地
方

か
ら
消
費

超
過

の
地

方

に
向

っ
て
、
肚
會

的

に
流
逓

す

べ
き
筈

で
あ

る
。

〔第

四
表
参
照
)

　五

わ

が
国
民
経
済

の
登
屈
す

る
と
土
ハ
に
、
か
か

る
生
産
消
費

の
地
理
的
分
離

は
、
ま
す
一

そ
の
程
度
を
加

く
へ
っ
～
あ

る
。
而
し

て
そ

の
然

る
所
以

は
、
生
産
力

の
発
展
が
地
方

的

に
甚

だ
し

く
集
中

す

る
と

い
ふ
よ
り
は
、

む

し
ろ
消
費
力

の
襲
展

が
地
方
的

に
著

し
く
集
中

す

る
こ
と
、
帥

ち
人

口
増
加

の
傾
向

が
地
方
的

に
甚

だ
し
く
相

違

す

る
よ
り
来

る
も

の

で
あ

る
。
詳
言

せ
ば

、
關
東

お
よ
び
近
畿

匪

の
如

き
大

都
市

を
包
含
す

る
地
方

に
あ

っ
て

は
、
人

口
の
都
市
集
中

の
結
果
と

し

て
、
そ

の
地
方

の
生
産
力

は
著

し
く
減

退

せ
ぎ

る
に
拘

ら
す

、
消
費
超
過

の

傾
向

が
甚

だ
強

い
。
之

に
反
し
て
北
陸

お
よ
び
東

北
隔

に
あ

っ
て
は
、
そ

の
地
方

の
生

塵
力

は
相

樹
的

に
著

し
く

増
加

し
た

る

に
あ
ら
ざ

る
も
、
人

口

の
比
較

的
減
少
が

お
こ
る
た

め

に
、
生
産
力

超
過

の
傾
向

が
ま
す
く

強

く

な
り

つ
～
あ

る
。

こ
の
小
論
は
是
等

の
匙

に

つ
き
、
不

十
分
な
が
ら
敷
量
的

に
賞
讃

す

る
も

の
で
あ

る
。

(完
)

一

選
ヒ・・


